
饗

(毎週月曜日発行)月 躍日昭和48年 ワ973)8月6日

 

嵐新墾内栢寓(昭和21年8月6日 第三種郵便物認可)第1624号(1,

単 生 団 体

京 都 大 学 新 聞 社
隈 邸 市 左 京 区 雀 田

京郁大掌綱内
儒D2054颪 通

σ51)211,(内 纏257D
蟹蟹 亨都3909

(1薗30円1宰 閏,ooo円)

ク
ラ
ス
コ
ン
パ
の
御
相
談

承
り
ま
す

割
烹

き

よ

す

懐
石
料
理

・
寿
司

・
テ

ノ
プ
ラ

ス
キ
ヤ
キ

・
ナ
ベ
料
理

一
切

ル

ー
2
0
6

比

2
2
5
7

11

1
1
7
7

出

5
5
1
8

今

⊃
Σ
,
〉

舳
騎

圏

寺
T

1

識
鰭黒

,

些
催
窓

山

繍

9「i11i11「II【IE1!111FII1「II「1[115「li}1し1「トII　ll!IIト11[曜

碧
山
㍑別
堀
d
は
十
一
月
に
再
開
パ
勤
が
旨
.畠
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
閏
西
に
お
い
て
、
こ
の
間

て顧
醐
筆
の
f
脆
性
乞
真
向
か
ら
《
き
出

し
て
聞
わ
れ
て
き
た
△輩
地
24
の
「枠
の
な
い
川
」
ー
レ
目
叶
μ
判
、
人
阪
庖
η
の
大
田
教
育
-別
ハ
肩
の

つ
の
z別
受
旺
赦
判
も
、
夕
慶
側
望
詫

即
蹄
に
く
り
、
新
ん
な
局
白
オ
「
え
て
い
⑳.
駆
河
脚
魯
は
回
を
塾
ね
り
こ
`
に
人
抜
釘
な
純
り
f
リ
ン示
し
て
い
0
が
、
七
月
公
d
か
ら
は
解
臥
口

r
中
箏
い
ω
`
し
て
の
公
日
胸
争
へ
の
取
組
み
も
始
め
ら
れ
た
.
尚
朴
的
藍
に
お
け
る
冊
精
不
1
、
a

/
51
丸
判
`
と
も
に
、

"
軒
貞
樫
"
を
め
ぐ
O

こ
れ
ら
の
公
判
闘
餌
を
闘
い
叔
い
た
力
は
結
合
さ
れ
て
、
十
一
月
狭
山
公
臼
調
争
に
向
け
一
改
鈴
中
さ
れ
四,
り
つ
め
よ
う
と
し
て
い
る
.
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レ
、
慶
幅
な
感
、-を
納
ん
つ
け
0も
の

て
し
か
な
ひ
っ
た
。
二
う
し
た
中
、
人

問
の
尊
さ
人
捷
の
尊
さ
を
お
ぼ
ろ
げ
な

が
b
盛
し
は
し
め
、
融
和
L
義
者
を
批

判
し
つ
つ
大
正
卜
一
年
7
月

日
、
全

国
水
平
士
罫
羽
之
さ
n
ヒ
。

　
な㌧

L
塩

亀汐

顧紙面紹介閣
8
月
6
日
号

2
面

▼
連
載
小
説
ジ
ヴ
ァ
ゴ
物
晒
〈
5
>

矧

30
印
号

.

1
面

▼
座
談
会

70
年
代
の
救
援
〈
3
>

2
面

▼
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
「犯
轟
者
」
と
は
何
か

〈
続
〉

「
犯
罪
者
」
解
放
セ
ン
タ
ー
(神
奈
川

準
備
会
)

奈
良
地
裁
を
鋭
く
糾
弾

帽
橋
の
な

七
昼

ド
一、日
、
創
後

時
か
ら
奈

良
地
裁
に
お
い
て
[
橋
の
な
い
川
第
2

部
上
映
阻
止
闘
領
荊
別
弾
庄
裁
判
」
第

十
三
回
公
判
闘
争
が
行
な
わ
れ
、
部
落

解
放
同
盟
奈
良
衆
迎
脅
圧
部
を
中
心
に

京
都
府
運
、
大
阪
府
速
お
よ
び
、
高
校

・
学
生
部
落
研
、
社
青
同
奈
良
地
本
の

労
働
者
な
ど
、
約
二
百
人
が
結
集
し

ご
の
日
の
公
河
は
、
六
月
十
八
日
の

田
頭
陳
述
に
続
き
、
そ
の
内
容
を
具
体

的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
闘
い
の
第
一

圓
目
と
し
て
、
米
田
奈
良
累
遷
委
鍛
長

が
「証
人
」
と
し
て
出
廷
レ
た
。
ま
た

こ
の
公
判
か
ら
、
は
じ
め
て
巾
央
本
部

が
こ
の
公
判
闘
争
を
摺
導
し
取
り
組

み
、
「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
統
一
行
吻
と

し
て
、
矢
田
救
育
建
別
嚇
件
公
判
闘
争

'い

川 一
　

上
映
阻
止
闘
争
裁
判

米
田
県
連
委
員
長
が
証
言
す

、
徳
島
爪
当
鄭

μ
戒
判
闘
争
と
八
に
、

狭
山
闘
争
へ
結
び
つ
け
る
闘
い
と
し
て

闘
い
抜
く
」
事
が
、
西
簡
中
象

ら
提

起
さ
楚

。

肝
謝
に
V
っ
た
米
田
冨
委
員
瓦
は
、

次
の
よ
う
に
部
落
差
別
の
歴
史
と
現

笑
、
水
平
社
以
来
の
差
別
糾
弾
闘
争
の

廻
要
轡
を
訴
え
る
と
呉
に
、
今
な
お
差

別
を
温
存
助
長
し
て
い
る
行
政
-
裁
判

所
を
鋭
く
糾
弾
し
た
。

ー

徳
川
幕
府
の
成
亨
後
、
そ
の

幕
藩
体
制
存
続
の
手
段
と
し
て
、
主
饗

な
生
産
を
理
つ
百
姓
の
抵
抗
を
押
さ
汎

る
手
段
と
し
て
身
分
制
が
創
ら
れ
、
そ

の
最
下
層
で
　
番
過
酷
な
仕
う
ち
を
受

け
た
の
が
わ
れ
わ
れ
の
先
祖
で
あ
る
。

「
エ
タ
」
と
い
う
名
難

さ
れ
、
一
生

身
分
を
固
定
化
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
先

寺
尾
新
裁
判
長
下
の
狭
山
芦
別
裁
判

の
再
開
公
判
は
、
十
一月
二
十
日
、
二

十
七
日
、
十
二
月
六
日
、
八
日
に
予
冠

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

狭
山
差
別
裁
判
は
、
昨
年
九
月
の
公

判
以
降
、
井
蔽
の
退
官
、
寺
尾
新
裁
判

㎜

罠
の
就
任
を
経
て
、
公
判
の
再
開
が
雌

㎜

れ
、
一
町
近
く
も
公
判
が
開
か
れ
な
い

㎜

鷺
養
瀦
蓮
論

譲
団
と
の
打
合
せ
会
に
お
い
て
、
石
記

㎜

の
よ
う
な
四
同
の
公
判
日
を
予
足
す
る

㎜

ご
と
が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な

㎜

肋縣
甦
難
翻

わ
れ
る
。

㎜

狭
山
瀞
別
裁
判
は
、
こ
れ
で
よ
う
や

㎜

く
公
判
再
開
の
メ
ド
が
つ
い
た
と
訂
え

㎜

る
が
、
〃
瀧
刑
不
当
4
に
墓
づ
き
「何

㎜

罪
」
を
前
提
と
し
た
坤
訴
趣
恵
霞
の
問

題
な
ど
は
、
関
西
の
弁
醒
団
と
臼
共
系

㎜

弁
齪
団
の
間
で
討
論
が
綬
け
ら
れ
て
い

㎜

る
も
の
の
今
だ
に
予
断
を
許
さ
ず
、
ま

㎜

た
、
寺
尾
自
身
は
公
判
を
さ
ら
に
先
に

㎜

難

.と
を
。
ん
で
い
る
と
い
酬

し
か
し
、
す
で
に
獄
中
†
年
を
越
兀

㎜

る
茜
闘
を
強
い
ら
れ
て
い
る
石
川
胃
年

㎜

の
闘
い
に
応
λ
、
†
一
月
再
朋
公
判
に

㎜

向
け
て
・
あ
島

簸

線
・
あ
ら
ゆ
る

㎜

領
城
で
闘
争
態
勢
の
確
立
に
頑
注
し
、

凝
縮
さ
れ
た
力
で
も
っ
て
、
日
比
谷
公

園
-
東
京
高
裁
を
貫
く
糾
弾
闘
争
を
実

現
す
る
べ
く
準
備
を
す
す
め
な
け
れ
は

な
ら
な
い
。

d
は
、
貧
困
で
撫
取
を
う
.、る
屋
民
に

経
済
外
で
優
越
感
を
h
た
甘
、
そ
の
分

に
汝
ん
じ
し
め
る
文
配
畜
の
分
裂
支
配

の
道
具
に
使
わ
れ
た
。
唖
膿
工
商
は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
ト
騨
壱
差
別
す
る

こ
と
に
よ
り
自
分
の
不
満
を
ま
ぎ
ら
す

中
で
こ
う
し
た
差
別
観
全
は
作
ら
れ
、

社
会
意
識
と
し
て
固
走
化
さ
れ
て
き

た
。
「
エ
タ
・
非
人
」
の
佳
活
は
衣
服

・
居
住
地
。
建
遣
物
一
つ
で
一
見
し
て

身
分
が
わ
か
る
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
、
マ

ゲ
は
結
っ
て
は
な
ら
ず
、
日
が
暮
れ
て

外
出
す
る
、
「町
人
一
人
の
命
は
エ
タ

七
人
の
命
に
償
す
る
」
な
ど
と
.昌わ
れ

擢
力
が
し
き
り
に
差
別
を
奨
励
し
て
い

っ
た
。

明
治
に
入
り
四
民
平
等
-
解
放
令
が

出
さ
れ
て
、
「
エ
タ
・
ーー
人
」
の
名
称

が
廃
卦
ご
れ
⇔
嚇
か
め
,
.
ド

ィ
嘆

描
置
が
全
く
保
瞳
こ
れ
弓
現
本
賢

く

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
七
れ
ど
こ
、2か
身

分
と
爪
可
分
に
結
び
つ
∫
ご
の
噸
臥
て

一
足
保
障
さ
れ
て
い
た
零
細
な
畦
笑
が

「職
業
の
自
由
」
の
か
け
硝
の
も
と
で

資
本
力
で
破
緩
さ
れ
、
貧
困
者
が
粛
加

し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
つ
晦
の
内
町
省

が
「
特
殊
部
落
」
と
い
う
新
た
な
る
敗

称
を
流
布
さ
せ
て
い
っ
た
。

み
じ
め
な
生
活
に
反
発
よ
筍
部
落
民

の
不
平
に
対
し
政
府
は
明
沽
ハ
期
、
範

力
者
を
売
収
し
て
部
晒
の
橿
h
岐
曹
運

動
を
組
織
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
吃

惨
な
生
活
を
強
い
て
い
る
の
は
認

て

あ
る
と
し
、
本
願
寺
な
と
の
./政
ヘ
ホ

平
を
向
け
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
融
和

運
動
は
人
問
と
し
て
の
価
舶
を
け
か

=■ ニ

露
骨
な
差
別
が
横
行
し
何
の
法
的
保

障
も
な
い
こ
の
頃
の
運
動
の
申
心
眼
目

は
"
糾
弾
4
で
あ
り
、
「
誤
ま
っ
た
考

え
を
改
め
さ
す
」
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
差
別
患
根
を
生
み
山
す
基
礎
ー

教
育
・
政
治
を
改
め
さ
す
方
向
へ
発
展

し
て
い
っ
た
が
、
ま
た
、
必
然
的
に
言

憲
の
弾
圧
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
昭

和
八
年
の
高
松
地
裁
精
媚
差
別
裁
判
糾

弾
闘
争
は
"
糾
弾
4
は
部
落
解
放
運
動

の
中
心
眼
目
で
あ
り
、
相
手
が
何
壱
だ

ろ
う
と
谷
赦
し
な
い
弼
を
朋
ら
か
に
し

た
闘
い
だ
っ
た
。

宵
板
だ
け
で
44
名
無
実
で
の
り
融
和

醐
本
と
一
緒
に
糟
神
醒
動
を
や
っ
て
い

茜霧

σ

署窟
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象舞虚
屯

,去廷外では、 「澱判翻弾 ・崎凝琢還/部 落解放/」 のコールを響かせて、デモ隊
が奈良地蹴構内を席擁する ㌧7・23,

た
戦
争
中
を
経
、
戦
後
、
部
落
解
放
全

国
委
員
会
と
し
て
発
足
し
た
。
昭
和
二

土
ハ
年
オ
ー
ル
ロ
㌣
ン
ス
闘
争
は
「
日

常
生
活
に
お
い
て
生
起
す
る
一
切
の
部

落
民
に
対
す
る
不
利
益
は
箆
別
に
起
因

し
て
い
る
」
事
を
明
ら
か
に
し
、
「要

求
は
権
利
で
あ
る
」
と
し
て
行
政
措
置

を
夏
求
し
て
い
った
。
こ
う
し
て
「
同

対
審
答
申
」
「
特
別
措
置
法
」
が
か
ち

と
ら
れ
た
。
し
か
し
、
部
落
民
自
身
が

自
分
の
槻
利
に
目
ざ
め
る
事
が
最
大
の

問
題
で
あ
る
。

今
、
現
実
の
整
別
は
、
生
后
の
低
位

性
が
差
別
観
念
を
瞬
発
し
て
い
る
。
境

酒
か
ら
思
想
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
経
済
に
関
す
る
要
求
を
発

実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

就
職
箆
別
・結
婚
差
別
は
現
に
春
在
す

る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
市
民
的
諸
糎
利

の
行
政
的
保
障
が
な
く
、
特
に
主
要
な

生
産
関
係
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
原
因
で
あ
る
。

映
画
「揺
の
な
い
川
」
は
部
落
の
者

に
好
意
を
も
っ
て
い
る
か
に
見
せ
な
が

ら
恐
る
べ
き
差
別
を
煽
る
。
誤
ま
っ
た

映
画
は
誤
ま
っ
た
自
信
を
つ
け
る
か
ら

わ
れ
わ
れ
は
ど
ん
な
方
法
で
も
そ
れ
を

未
然
に
防
ぎ
、
集
団
の
力
で
、
相
手
に

迫
ら
ざ
る
奪
兀
な
か
っ
た
。
運
動
の
将

来
と
い
う
点
か
ら
も
こ
の
貞
乞
糾
明
し

て
い
き
た
い
ー

法
廷
外
で
は
糾
弾
集
会

"糾
弾
権
"の
確
立
訴
え
る

公
判
廷
と
並
行
し
て
、
奈
良
畑
裁
構

内
で
は
、
廷
内
と
通
帯
し
た
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
集
会
が
行
な
わ
れ

た
。京

都
か
ら
参
加
し
オ
」、那
肘
速
へ段
A

か
ら
「
午
前
、
入
阪
の
矢
目
双
倉
藩
別

事
件
裁
判
開
争
を
闘
っ
ブ
さ
'
。
わ
れ

わ
れ
は
一ハ
月
十
」
日

臨
時

♪
回
入

会
を
開
催
し
、
組
織
の
私
物
化
を
排
し

た
都
落
大
衆
一
人
一人
の
組
識
と
し
て

府
連
を
再
建
し
、
各
支
部
で
は
か
っ
て

な
い
大
衆
的
行
威
闘
争
が
闘
わ
れ
て
い

る
。
狭
山
再
開
公
判
へ
向
け
、
大
阪
。

奈
艮
・
高
松
で
の
蕉
別
弾
圧
裁
判
糾
弾

闘
争
を
ト
か
づ
吹
き
あ
げ
る
画
い
と
し

こ
結
合
さ
ぜ
て
闘
お
う
し
と
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
ナ
。

大
阪
府
連
の
逮
帯
の
あ
い
さ
つ
の

成
、
亭
良
県
津
各
支
部
貯
焦
部
か
ら
の

刀
強
い
決
飯
表
朋
と
闘
い
の
報
告
が
あ

.
っ
た
。

西
穴
闇
又
部
、
御
所
文
部
、
大
久
保

支
部
、
卜
但
馬
支
部
、
岩
崎
支
部
、
下

∠
宙
又
部
、
大
福
舌
備
文
部
ー
各
育
年

部
か
ら
、
「
広
島
の
弓
場
さ
ん
を
自
殺

に
遣
い
や
っ
た
「橋
の
な
い
川
」
上
映

と
、
「
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
デ
マ
ゴ
ギ
ー
を
流
す
民
主
的
同
和

教
膏
を
撤
底
的
に
糾
弾
す
る
。
ま
た
、

再
開
さ
れ
る
狭
山
公
判
で
は
、
有
罪
を

剛
提
と
し
た
デ
タ
ラ
メ
な
控
訴
趣
照
轡

を
徹
回
さ
せ
、
総
結
集
で
闘
お
う
。
そ

し
て
部
落
民
の
糾
弾
権
を
確
立
す
る
闘

い
を
闘
い
ぬ
く
」
と
蘇
え
ら
れ
た
。

社
会
L
義
目
年
同
盟
宗
艮
旭
本
か
b

は
「職
楊
支
配
の
強
化
が
部
落
差
別
の

拡
大
助
長
を
利
用
し
て
な
さ
れ
て
い
る

現
在
、
部
落
解
放
運
動
と
労
動
者
運
動

の
結
へ口
・
大
合
流
を
か
ち
と
り
、
差
別

分
断
に
批
少
る
労
憐
者
運
動
を
構
築
し

な
け
れ
ば
な
り
な
い
。
余
敦
組
・
大
教

組
犬
ー(σ
は
解
旗
同
盟
を
暴
刀
集
団
と

規
尼
し
、
教
育
労
働
者
運
動
と
部
落
解

放
運
動
の
分
断
を
策
す
流
れ
を
作
ら
ん

と
し
て
し
る
が
、
こ
れ
に
徹
底
的
に
対

決
し
よ
う
。
再
開
さ
れ
ん
と
ず
る
反
軍

命
的
意
図
に
基
づ
く
狭
山
公
判
に
総
力

を
結
集
し
無
実
の
石
川
酎
年
を
奪
還
し

ょ
う
」
と
酢
え
ら
れ
に
。

こ
の
雌
、
自
治
体
部
漸
研
、
奈
艮
学

芸
大
部
落
研
、
亭
遥
牛
駒
分
会
、
京
大

狭
山
公
判
闘
争
実
行
蚤
、
大
阪
市
水
道

身
分
差
撤
廃
を
闘
う
会
、
奈
良
県
胃
年

労
働
蒼
共
闘
会
最
な
ど
か
り
連
嘗
の
ア

ピ
ー
ル
が
あ
った
。

公
判
が
終
る
と
、
全
体
の
総
括
集
会

が
行
な
わ
れ
、
米
山
県
超
委
員
長
、
木

下
弁
護
士
の
報
告
の
後
、
公
判
闘
争
事

務
局
か
ら
「
わ
れ
わ
れ
の
闘
い
は
、
高

知
.
高
松
・
矢
田
・
狭
山
の
糾
弾
闘
争

の
緕
合
の
中
で
勝
利
し
得
る
。
内
容

的
に
塾
実
践
的
に
も
緬
含
を
か
ち
と
り

そ
の
中
で
真
の
糾
弾
権
を
か
ち
こ
る
の

が
部
落
解
放
運
動
の
最
大
の
課
題
だ
。

狭
山
公
奨

、、
日
共
弁
設
団
作
成
の

"量
刑
不
当
4
な
る
控
訴
趣
意
書
の
撤

回
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
状
勢
次
第

一で
は
日
共
系
弁
護
団
を
放
逐
し
狭
山
の

一最
後
的
勝
利
を
か
ち
ζ
6
う
。
そ
れ
を

一ワ
え
め
の
は

43
れ
ρ
恥
の
闘
い
ご
あ
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茜

繰
り
返
し
機
動
隊
と
激
突

7

.

'

も

22
伊
丹
基
地
攻
撃
闘
争

堅

い
ス
ク
ラ

ム
で
基
地
に
迫
る

七
目
二
卜
二
日
、
伊
丹
幽
地
(陸
上

自
衛
隊
叩
部
力
画
総
監
部
)
に
対
す
る

包
囲
・
解
体
闘
争
が
、
プ
ロ
統
派
を
中

心
と
す
る
全
関
西
の
労
働
吝
、
学
生
、

高
校
生
約
魯
八
十
名
を
嬉
災
し
て
果
敢

に
闘
い
抜
か
れ
た
。

こ
の
7
・
22
闘
争
は
、
6
・
3
伊
丹

基
地
解
体
闘
争
を
受
け
て
、
6
・
3
闘

餉
を
闘
い
抜
い
た
プ
ロ
耽
尺
湧
流
を
中

心
に
、
関
西
に
お
け
る
共
司
戦
線
の
¢

糟
化
を
も
見
す
え
て
7
・
22
闘
争
大
41

妥
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
実
行
委
ド
催
で

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
昨
秋

の
、
ベ
ト
ナ
ム
人
瓦
と
の
澄
按
的
連
帯

を
か
ち
と
る
も
の
と
し
て
闘
わ
れ
た
柑

模
原
闘
争
以
降
、
今
秋
に
予
慧
さ
れ
る

米
第
七
駈
隊
妊
母
ミ
ノ
ド
ウ
エ
ー
の
横

須
賀
母
港
化
策
動
に
対
す
る
実
力
阻
止

の
闘
い
を
射
程
に
入
れ
て
、
関
西
て
の

霊
邸
中
枢
。
伊
丹
話
地
攻
照
を
闘
う
な

か
で
、
関
西
に
お
け
る
反
駆
・
反
基
地

闘
争
の
定
諭
化
が
目
指
さ
れ
た
。

午
後
二
時
よ
り
、
瑞
ケ
池
公
園
で
総

淡
起
災
会
が
行
わ
れ
、
ま
ず
司
会
者
よ

り
、
関
西
で
の
反
箪
・
反
基
地
闘
争
の

共
同
闘
争
の
強
化
、
共
同
戦
線
の
払

ス
、
定
新
化
が
訴
え
ら
れ
た
。

絡
集
団
体
の
発
言
の
最
初
に
、
社
育

同
関
西
プ
ロ
ノ
ク
が
▽
ち

反
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
的
な
門
国
際
緊
張
緩
利
」
と
い

う
こ
と
を
条
件
に
し
て
国
際
反
払
伽
階

級
同
盟
の
再
編
強
化
が
蓬
め
ら
れ
、
そ

の
中
で
日
帝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ゾ
ー
は
ア
ノ

ア
・太
平
洋
圏
の
盟
t
へ
と
飛
鼠
せ
ん

と
し
て
い
る
。
十
七
日
の
努
院
一委
風

会
で
の
自
民
党
の
「強
σ
採
決
」
と
与

野
免
開
の
茶
番
酬
は
、
こ
の
目
帝
ブ
ル

ノ
ヨ
ア
ノ
ー
の
七
ア
到
代
中
期
の
反
革

命
的
対
外
対
内
政
鍛
、
反
人
民
的
諸
立

払
の
攻
懸
に
対
す
る
人
K
戦
線
勢
力
の

無
力
さ
を
曇
露
し
て
お
り
、
今
こ
そ
、

労
働
者
階
級
の
階
級
的
反
戦
・
反
軍
闘

争
が
閥
わ
れ
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

次
に
、
能
勢
ナ
イ
キ
基
地
設
餓
阻
止

大
阪
府
下
其
闘
、
沖
縄
返
還
粉
砕
全
京

都
労
働
者
実
行
委
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
職

場
・
生
雌
卓
か
ら
の
決
起
で
反
戦
。
反

買
闘
争
を
闘
い
抜
く
こ
と
が
述
べ
ら

れ
、
労
働
者
共
闘
は
、
特
に
沖
縄
闘
争

に
絞
っ
て
の
発
冒
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
、
全
学
連
(北
条
委
員
長
)
関
西
プ

ロ
ノ
ク
の
代
衣
か
ら
賎
、
全
嘘
連
人
会

の
成
功
の
報
告
、
早
大
解
放
闘
争
の
勝

利
を
通
し
た
学
生
趣
動
の
階
紘
的
統
]

を
か
ち
と
る
決
意
の
表
明
と
、
A「
秋
の

ミ
ノ
ド
ウ
エ
ー
横
須
賀
寄
灌
を
見
す

え
、
関
西
て
の
反
躍
闘
争
の
強
化
を
訴

え
た
。

続
い
て
、
社
会
福
祉
方
働
者
評
義
ひ

か
ら
は
、
沖
縄
盛
還
協
疋
批
裾
p
止
闘

争
を
闘
っ
た
労
働
者
に
対
す
る
ー
向
と

組
合
執
行
部
の
一
体
と
な
っ
て
の
レ
ノ

ド
パ
ー
ジ
攻
離
と
闘
っ
て
い
る
山
ム
柄

院
の
解
雇
撤
回
、
就
労
闘
争
の
報
']が

行
わ
れ
、
大
阪
フ
ィ
ル
タ
ー
解
履
撤
回

闘
争
支
援
共
闘
か
ら
も
、
闘
い
の
祷
夷

な
前
進
の
報
告
と
、
八
月
一
日
の
笑
力

就
労
闘
争
へ
の
呼
ひ
か
け
が
σ
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
兵
囲
地
区
行
動
奏
連
合

は
差
別
、
分
断
に
抗
す
る
労
動
者
階
級

の
闘
い
の
璽
要
性
と
、
翌
二
↓

日
の

大
阪
の
矢
田
教
育
箆
別
裁
判
、
奈
良
の

「橋
の
な
い
川
」
公
朝
へ
の
純
葉
を
訴

え
た
。

南
大
阪
青
年
労
働
者
共
闘
と
尼
崎

k
戦
の
発

、
を
最
'イ
に
築
(ゆ

終
え
、

ノ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、
イ
ノ
タ

(
唱

の
後
、
㎎
隊
ぱ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ン
コ

ン
に
出
発
し
た
。

伊
丹
基
旭
正
門

明
は
、
目
衡
似
、
機

動
隊
に
よ
る
畝
敵
体
司
う

)
ひ
れ
て
い

凡
が
、
胃

ヘ
ル
を
先

瑚
と
ポ
る
昧
列

は
、
耶
い
ス
ク
ラ
氏
を
も
っ
て
機
動
隊

の
壁
に
突
入
し
た
.
た
し
ろ
ぐ
機
動
隊

は
、
ジ
ュ
ラ
ミ
ン
の
鞘
乞
振
っ
て
懸
命

に
隊
列
の
刀
り
明
し
を
図
っ
た
が
、
邪

蕊
は
、
隊
列
を
ゾ
⊂
鼠
し
ご
、
㌃
隻
、

旺
女
曳
の
匙
喉
を

以
J
レ
、
鼠
量
1
15

に
属
っ
兀
.
し
か
し
、
噌
時奨
π
た
畷

り
、
石
川
君
の
彗
き
ざ
ま
と
わ
れ
わ
れ

の
生
き
ざ
ま
を
か
け
、
再
開
公
判
て
搬

動
隊
、
敵
榴
力
と
闘
う
部
隊
へ
う
ち
鍛

え
よ
う
。
ま
た
、
日
P
が
執
有
部
を
巣

食
う
奈
教
組
の
解
放
同
盟
へ
の
中
脇
。

蓋
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
粉
砕
し
ホ
・」

壽

え
ら
れ
た
。

最
後
に
塵
口て
あ

㊨
崎
(
君
い
り

「
裁
判
長
・検
察
側
は
今
豪
こ
の
ハ
刈

の
半
分
を
流
し
た
に
も
か
か
わ
h
ず
、

動
隊
は
暴
刀
的
に
陛
列
を
押
し
凡
し
、

併
進
規
制
で
隊
引
を
基
地
丑
門
か
ら
デ

モ
に
再
艮
発
さ
せ
た
。
し
か
し
、
部
隊

ぱ
各
交
℃
曳
や
、
特
に
伊
月
駅
尉
て
、

説
」
に
も
わ
た
っ
て
機
駒
魅
と
激
闘
を

岐
り
垣
し
、
躯
始
戦
闘
的
に
二
の
日
の

闘
貞
先闘
い
教
い
た
。

22)伊丹藷地正門前で、全隊列は機動隊の阻止線に突入(7

大
き
な
連
帯
の
盟
り
あ
が
り
に
対
し
升

護
側
の
討
自
の
段
に
な
っ
デ
b
早
く
終

ら
せ
結
審
ー
り
決
を
魯
コ
つ
と
し
こ
い

る
。
こ
う
し
た
策
動
を
粉
砕
し
、
わ
れ

わ
れ
の
L
導
椎
の
下
に
公
湖
圃
争
を
闘

お
う
。
今
日
は
大
阪
・
奈
艮
。
京
都
の

㍉
鴨
県
連
が
て
ろ
っ
た
が
さ
り
に

兵

躍
・
勧
知
の
闘
い
と
結
合
し
連
箭
を
劃

ち
固
め
て
い
こ
う
」
と
沙
意
表
明
が
あ

っ
た
。

な
お
、
次
回
公
判
は
、
八
月

O
日

一驚
翼
難
鍵解玖固盟中央本部を代表 して発言する西岡中執(7・23奈 良地裁前)

の差別性を論証
、

δ

「挨拶状」
偏
=

1日 ●
■8

二人の教諭が証言に立つ

 

七
目
二
↑

目
、
午
前
卜
時
か
ら
、

大
販
地
裁
で
矢
田
教
育
差
別
事
件
第
18

回
公
判
が
開
か
れ
た
。
法
廷
は
矢
田
支

部
を
中
心
に
部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連

各
支
部
及
び
、奈
良
県
連
、京
都
府
連
の

部
落
大
衆
、
更
に
教
育
労
働
者
、
京
大

実
行
委
な
ど
支
援
学
生
も
多
数
が
結
集

し
傍
聴
席
は
超
満
員
で
ド
ア
も
開
き
廊

ト
ま
で
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
泉
海
氏
が
出
席
し
、
証
人

と
し
て
二
村
新
六
敦
諭
(前
・
大
阪
市

同
教
事
務
局
畏
)
と
斎
藤
弥
澤
敦
諭

す
も
の
で
あ
0
事
が
強
く
指
穐
さ
肌

た
.こ

れ
に
灯
し
検
悟
は
、
譜
日
の
途
中

で
、

回
、
一人
の
証
人
の
乱
d
の
意

義
を
あ
い
ま
いムに
す
る
た
め
の
質
間
を

武
み
た
、
し
か
し
二
材
・
斎
藤
阿
氏
の

棲
女
た
る
註
7
で
七
の
式
み
は
久
敗
し

た
、法

姓
の
傍
聴
首
・
誠
人

体
と
な
っ

た
法
廷
蘭
争
は
正
午
ま
で
行
な
わ
れ

た
、
斉
藤
弥
彦
氏
の
証
d
は
、
半
ば
で

爵
間
切
れ
と
な
り
次
回
も
孟

が̀
軌
行

さ
れ
る
。

今
後
の
公
判
予
た
は

九
月

日

午
前
↓
時

十
月
L
ー
四
日

年
鐸

時

十

月
九
日

午
後
一
時

十
=
月
]
日

4
肋
-
時

(
亙
目
吻
中
学
)
が
話

に
V
っ
た
。

証
.自
は
、
六
九
年
に
矢
田
教
育
差
別

嘱
件
が
起
っ
た
ヨ
時
の
、
解
放
教
育
を

め
ぐ
る
,勢
と
、
教
育
の
.入
態
を
ふ
ま

え
、
　
永
ト
あ
い
さ
つ
状
」
の
走
別
性

爵
く
わ
し
く
倫
註
し
て
い
っ
た
.

か
任
当
時
、
鄙
洛
を
枚
区
に
含
む
≠

孜
が

.教
脅
困
難
校
」

「指
導
困
難

夜
」
と
呼
ば
れ
、
英
語
を
教
え
る
時
一

牛
徒
か
ら
「母
国
譜
を
し
ゃ
べ
っ
て
蓋

別
を
受
け
る
の
に
ζ
つ
し
て
外
国
請
を

学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
部
落
問
題

を
提
起
さ
れ
た
こ
と
や
、
「部
落
の
f

供
が
い
る
か
ら
自
分
た
ち
の
仕
事
が
哲

し
い
」
と
い
う
こ
と
が
菖
動
に
か
な
り

出
て
い
た
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

解
放
同
盟
を
中
心
に
教
育
闘
争
が
始

め
ら
れ
た
の
は
銘
年
こ
ろ
か
ら
で
あ
る

が
、
補
充
字
級
も
困
醗
な
運
営
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
子
供
の
も
っ
て
い
る
生

活
の
背
景
を
抜
き
に
し
て
教
育
し
て
も

子
供
に
主
体
的
な
も
の
に
な
ら
ず
、
部

落
の
チ
供
達
が
今
、
ど
う
い
う
立
場
に

お
か
れ
て
い
る
の
か
を
自
覚
し
差
別
に

対
し
闘
う
と
い
う
事
を
抜
き
に
し
た
、

当
時
の
桶
発
学
級
・
同
和
教
育
へ
の
教

師
の
会
勢
が
固
題
に
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
中
で
の
「木
下
あ
い
さ
つ
文
」
の
配

布
は
、
①
部
港
に
対
す
る
差
別
観
念
が

教
師
に
も
社
会
意
識
と
し
て
存
在
し
「

同
和
教
育
が
あ
る
か
ら
敦
師
の
労
働
条

件
が
悪
く
な
る
」
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
②
越
境
入
掌
が
横
行
し
行
政
・
解
同

・教
組
の
越
境
を
な
く
す
運
動
が
あ
っ

た
こ
ろ
で
、
有
名
校
か
ら
同
和
校
へ
の

教
師
の
移
転
に
対
し
反
感
を
も
つ
者
が

あ
っ
た
1
時
点
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
同
和
教
育
に
水
を
さ
し
、
解
放

運
動
と
労
働
還
動
を
対
立
さ
せ
分
裂
さ

+
h
日
の
爆
脳

期
限
切
れ
を
削
に

プ
ノ
ン
ヘ
ン
に
孤

立
す
る
ロ
ン
・
ノ

ル
隠以
罹
を
[寸
る
に

め
に
、
ニ
ク
ソ
ン
の
軍
隊
は
、
昨
年

の
ベ
ト
ナ
ム
爆
馨
以
上
の
暴
麿
を
勅

け
て
い
る
.
こ
の
爆
離
は
、
七
方
向

よ
リ
プ
ノ
ン
ヘ
ン
を
包
囲
し
、
す
で

に
ブ
ノ
ン
ベ
ン
市
民
に
対
し
「
ロ
ノ

・
ノ
ル
の
威
治
・
軍
事
機
関
、
ロ
ン

ノ
ル
一
派
の
私
邸
か
ら
暁
れ
よ
」
と

の
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
、
全
て
を
射
程

に
お
さ
め
た
解
放
勢
力
に
対
す
る
以

上
に
、
絶
望
田
な
篭
城
戦
を
強
い
ら

れ
て
い
る
ロ
ン
・
ノ
ル
の
眠
隊
の
兵

士
が
、
解
放
努
力
に
転
ず
る
の
を
防

ぐ
た
め
の
火
薬
の
カ
ー
テ
ン
だ
、
と

い
う
▼
だ
か
ら
こ
せ
、
イ
ン
ト
ン
ナ

解
放
戦
争
史
ヒ
の
猛
事
、
不
ア
ク
レ

ン
基
地
自
堺
ど
い
う
事
件
は
、
間
違

い
で
は
な
く
、
必
然
の
出
米
事
な
の

だ
。
敵
の
い
な
い
基
旭
の
周
囲
を
四

六
時
中
爆
畢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
か
ら
、
一
発
や
二
発
、
基
地
に

落
下
し
た
と
し
て
も
ち
っ
と
も
不
思

議
で
は
な
い
。
十
六
脳
以
ト
の
少
ヰ

ま
で
徴
兵
し
て
も
、
な
お
脱
走
兵
の

方
が
多
く
、
腐
敗
の
極
を
行
く
将
耳

は
財
産
と
妥
子
を
旧
宗
⊥
国
フ
フ
ン

ス
へ
移
し
、
自
分
が
最
後
に
熊
ん
で

逃
げ
る
飛
行
機
の
エ
ン
ノ
ン
を
掛
け

放
し
に
し
て
い
る
、
と
伝
え
ら
れ
る

▼
ひ
と
つ
の
革
隊
が
解
体
す
る
と
き

の
酪
現
象
が
、
ほ
と
ん
ど
全
部
そ
う

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
十
五
目
に
米

軍
が
ほ
ん
と
う
に
懇
撃
を
や
め
れ

ば
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
解
放
は
時
間
の

問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
帝
国
土
義
首

や
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ス
ト
の
軍
豫
、
あ

る
い
は
警
祭
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

自
然
に
解
体
し
た
り
、
崩
壊
す
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
し
て
外
か
ら
、
民

主
化
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な

い
。
軍
隊
や
警
祭
は
、
あ
る
意
味

で
、
時
の
奴
治
的
関
係
か
ら
独
立
の

暴
力
組
級
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
せ
、

抑
圧
者
の
軍
隊
の
解
体
は
、
第
一
に

徹
底
し
て
物
理
的
に
痛
め
つ
け
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
「武
器
を
も

っ
て
、
脱
走
せ
よ
」
と
の
く
り
返
し

の
呼
び
か
け
で
あ
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ

解
放
闘
争
は
、
軍
事
力
学
の
セ
オ
リ

ー
通
り
に
進
ん
で
い
る
。
(
S
)

スクタル

中
共
譜
ス
等
円

彰
肌説

,
大
イ
掲
ロ
ー

課
臨

ク
第
る
革
書
全

タ
/
ず
界
治
晃

妹

ル
訳
潜
世
雌
書

難

聯
幻の

パ
簡
灘

が

ッ
夫
会
中
タ
文

ス
書
イ
丈
社
の
ル
諭

ド
村
に
党
パ
の

翼社 会革命
1917-1921年

ンベルグ砦/松 田遭雄解脱/最 後一 ドニキ左翼工スエルは10月 革命
に戦ったのか?赤 色アロルと:L旭
藷軸に展開されるレーニンの見と
{な攻防中に不可視の《革命》を説
翼工スエル戦闘史Jの枇麗1,000円
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革命軍事輸研究蝋/ロ シア労農赤軍は如饗痒醗離鰐餐命麓継器
に克大会を歩軸とする建醒への苦闘を、

旋編犠離潜灘謂鱒とそ

わ 妹
1917年 夏

人 生
パステルナーク簡集/工 藤正広訳/丙 と
光と夜に愛された詩人の送倒しに囁函からの

、革命にくぐりぬけてゆく夜④ひざ
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脱
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つへ
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解
ソ
遊
処
る
異

村
し
を
何
至
葡

懸
繊
員
は
に
革

瀾鐸

響

左 翼 ヱ
戦 闘 史
スタインベルク署/
ニンの党と共に革命
立政権に了名もの人社会革命覚(エ スエ

のか?そ の生誰から
蝕袖自らが緻ったロ

蟻

繊
羅

ス
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鷹

ク
論
璽
翻

ル
轟
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丈
暴
闘
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命
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マ
軍
 村く
制
向
薫
と

中
/
体
に
掻
醐

板
聯
鐸難

の
撚叢

版
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ナ
阪
直

社
出
さ
/
大

の　

ノ
お

ト
籠
難
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★
お
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崎
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命
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使
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円

タ

魁
革
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駆
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20

戌
ト
ロ
を
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ユ

霧

盤
諺
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難

シ
乱

ギ
第
に
未
考
内

ノ
く
極
な
論
の

口
か
両
∬
の
独

ン
叛
嚢
巽

ト
革
不
乱
メ
で

回

ト
ッ
反
う
叛

・
と

メ
く
い
ト
ダ
考

・/
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ノ
イ
論

ク

ツ
聾
蟻

マ ル ク ス主 義
軍 事 論 現 代 篇
華命軍事鎗研究会編/蒲 田伸一、山崎刀

瀦鰐軽縫 購 餐難 婆季
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砦

社

関西
文学

誌名にこだわら

ず 広 く才能の

糾合をめざレで

います

月刊 同 人雑 誌

価200円 〒20円

8月 号 ・通巻13・号・発 売 中

巻頭エ ノセイ 広川禎孝
麻 甲」祝、横井 晃

詩 占1、岡 奴、水石哨夫
望月閥孝

小説 樫の木が揺れている/東 山 緑
縮毛のある熟れた無花果/生 田幸平

評論 象四冬南、大連/明 珍 昇
書評 寺島珠准

同人 雑 誌 評 清水 信

詩誌 ・詩集評 片岡文雄
同人費 月額LQUO円 会費 ・半年1,100円
1ヰ2,10⊃ 円 第9回 関酉文学賞作品公募
中。

見本誌と諸規定送呈 ・要切手120円

関 西 文 学 の 会 ・関 西 書 院

誰4諜 了駅 醗 訴旦諸 認゚(振替大阪24838)

京都大学新 聞(欄 、。

最
近
の
紙
面

か
ら

口
軌
宿
機
構
の
両
編
と
臼
以
化

玉
川
洋
次

口
連
載
小
説

ジ
ヴ
ァ
コ
物
帽

口
〈
入
営
体
制
〉
の
解
体
に
む
け
て

口
報
に〒
・燃
え
あ
が
る
勘
時
労
働
看
の
闘
い

口
座
談
会

70
年
代
の
救
疲

×
定
期
購
.岨
の
お
申
し
込
み
は
.
堤
金
看
雷
ま
た
は

郵
便
振
替

(
京
都
三
九
〇
九
)
に
て
お

鹸
い
し
ま
す
.
、

京

都

大

学

新

聞

社

1
現

仕
煙
域
中
1

の 　 の のの の コ　コ の モ

。期1:器
§鵜::1認

購
読
料

 
}…

=

京
都
布

弁
京
区
=口田

京
都
大
学
構
内

T
E
L
(〇
七
五
)
七
六
一
ー
二
Q
五
四

ユ

ト募集アルバイ

1。 日給3.000円 佼 通費含)

9時 一17時

2.資 格 電気系4年 塔上 大学院生歓迎
`(特 に文章力に自慣ある方)

長期勤務可能な方

(週に2日 以上出勤できれば可)

3.内 容 特許事務手伝(知 的労働)

特長 ・危険でない

。疲れない

4.弁 理士志望者歓迎

阪急梅田駅より徒歩10分

(扇町通り太融寺斜前)

新井秋山特許事務所
06(312)6187

大阪市北区紳山町64梅田展巳ピル6F

岬

●

生 さていることは瞬聞のつみ重ね だから一瞬一瞬大亭 に生 きて行こっ粗野 自分恩けが歩ける自分の世界冒険心 気の弱さ 創造性自己顕示感傷エネルギー無鉄砲 ロマ ンチストふざけ ㌔やさしさ正義感気まぐ
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,

(2)

全
学
連
大
会
開
く

学
生
運
動
の
階
級
的
統

闘
目
指
し

全
学
遮
(北
条
委
員
母
)
第
25
回
定

期
全
国
大
会
は
、
七
月
+
五
日
か
ら
十

日躍

八
日
ま
で
の
四
日
間
、
閑
大
教
養
と
梯

月

奈
川
大
学
に
お
い
て
、
全
国
の
闘
う
学

生
約
六
百
名
の
紹
集
を
も
っ
て
圧
倒
的

日

に
勝
ち
と
ら
れ
た
。

6

今
大
会
は
、
早
稲
田
解
放
闘
争
の
爽

朋

只
中
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
成
集
を
踏

彌

え
つ
つ
七
十
年
代
学
生
運
勤
の
階
級
的

統
一
と
革
命
的
飛
躍
に
向
け
た
路
線
を

脚

確
定
す
る
も
の
と
し
て
か
ち
と
ら
れ

た
。

脳

大
会
第
一
日
目
(十
五
日
〉
は
、
櫓

動
隊
に
よ
る
早
朝
か
ら
の
策
大
教
獲
の

包
囲
、
そ
し
て
窺
燕
同
革
マ
ル
派
に
よ

る
削
日
の
会
場
へ
の
盗
聰
器
設
嚴
と
い

う
敵
対
を
粉
砕
し
つ
つ
行
わ
れ
た
。

声
ら
に
、
山⊥
ハ
、
+
七
目
の
予
疋
会
場

で
あ
っ
た
明
治
大
学
駿
河
台
校
舎
が
試

験
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
の
み
理

事
会
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ァ
ゥ
ト
が
行
わ
れ

る
と
い
う
敢
対
に
よ
っ
て
会
場
変
史
の

や
む
な
き
に
致
っ
た
。

・

こ
の
目
は
、
全
学
趣
中
執
か
ら
の
任

務
挺
起
、
策
人
教
彊
、
早
入
の
学
生
か

ら
の
決
颪
表
明
を
受
け
さ
ら
に
、
車
力

協
学
生
委
員
会
か
ら
謂
演
「七
〇
年
代

聞新娯穴弼第●(第3覆郵便物認可)

「8

蛇
生
遮
動
の
任
務
」
、
七
〇
年
代
戦
線

の
高
見
圭
司
氏
か
ら
も
訓
演
を
受
け
、

続
い
て
全
体
釘
論
が
も
た
れ
た
、

第
二
U
目
は
、
全
≠
趣
甲
執
か
ら
情

勢
、
総
括
の
提
起
を
覚
け
、
答
プ
ロ
ノ

ク
か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
祉

雷
同
中
央
本
耶
。
樋
口
委
垣
☆
よ
り
趨

帯
の
あ
い
さ
つ
を
う
け
た
り

第
二
出
は
、
プ
ロ
ノ
ク
報
管
の
続
き

を
行
な
っ
た
段
、
自
由
甜
論
さ
ら
に
臓

案
採
択
、
新
執
行
部
の
選
出
が
な
さ

れ
、
こ
の
後
、
第
二
五
期
中
央
執
行
委

員
会
を
代
及
し
て
再
選
さ
れ
た
北
兼
委

員
長
か
ら
の
決
窟
衷
明
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
大
会
決
誠
と
し
て
、
拘
・

趾
国
際
反
戦
闘
争
へ
の
総
紹
集
、
早
大

解
放
闘
争
の
更
な
る
飛
廼
、
そ
し
て
、

来
年
の
参
編
院
選
に
お
い
て
η
牛代
戦

線
の
高
見
圭
司
氏
を
支
持
。
運
帯
し
て

闘
う
、
と
い
う
三
点
の
決
轟
を
か
ち
と

っ
た
。

最
終
日
は
、
ヤ
五
の
分
科
会
が
三
糸

統
に
分
か
れ
て
行
な
わ
れ
、
全
分
科
会

訂
論
を
終
え
た
後
羊
体
祭
会
を
も
ち
、

分
料
会
の
成
果
の
報
告
ー
交
翫
が
な
さ

れ
た
.

そ
し
て
新
中
執
よ
り
の
、
七
・
一
九

小
選
奪
区
制
粉
砕
、
筑
疲
i
新
大
官
法

攻
撃
粉
砕
・
文
教
委
狸
行
採
決
弾
劾
、

反
人
民
印
賭
立
拡
粉
砕
闘
争
を
、
日
教

組
ス
ト
と
運
帯
し
て
闘
お
う
と
い
う
従

起
が
全
体
で
確
認
さ
れ
た
.

最
後
に
は
、
議
長
団
よ
り
大
会
の
集

約
が
な
さ
れ
、
ン
ユ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
、

イ
ン
タ
ー
の
蒼
唱
を
も
っ
て
四
日
間
に

一わ
た
る
第
二
五
回
大
会
を
驚
え
た
。

第1624号

優
生
保
護
法
改
悪
阻
止

へ

7

・

15
全
関
西
集
会
で
激
烈
な
論
争

七
月
十
五
日
大
阪
に
お
い
C
、
全
囲

西
の
女
性
騨
放
戦
線
、
『
暉
書
首
」
解

放
載
線
を
紹
粂
し
て
、
六
・三
〇
、
七
・

一
の
二
日
聞
に
わ
た
っ
て
果
京
で
踊
か

・れ
た
「
傷
生
保
血
法
改
遼
賦
止
全
困
酎

諭
藁
会
」
の
報
告
果
盆
が
開
か
れ
た
、

舞

会
は
、
六
月
了
日
の
駅
郁
に
お

け
る
全
関
西
共
同
行
動
の
雇
冠
を
う

け
て
、
闘
西
に
為
け
る
、
傷
生
撮
藍
広

一
改
愚
阻
止
に
向
け
た
竹
耗
的
機
圃
を
兄

噌

す
え
て
囲
か
紬
た
も
の
で
、
約
二
百
名

が
結
巣
し
、
酒
歪
な
酎
㎞
か
く
り
盛
さ

れ
た
.

発
]は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ハ
・
三
Q
、

七
・
一
の
全
困
第
会
で
の
成
果
を
報
管

す
る
か
た
ち
で
茄
め
ら
れ
、
主
に
『
挺

胎
は
女
の
舷
利
で
あ
る
か
、
否
か
』
に

つ
い
し
激
列
な
論
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
b

れ
だ
.
と
り
わ
け
、
こ
の
渠
会
の
直
前

に

湘山
イ
ン
タ
ー
の
機
掬
紙
に
お
い

で
、
共
岡
行
勤
を
《
に
距
め
て
い
る
他

の
部
分
に
対
す
る
反
原
則
的
な
蹉
勝
文

が
殖
表
さ
れ
(
「堕
胎
の
柚
利
」
主
張

は
『障
書
首
』
差
別
に
つ
な
が
る
、
と

書
う
の
は
カ
ト
リ
ノ
ク
的
で
あ
り
、
生

長
の
課
的
で
あ
る
等
女
)
、
そ
の
こ
と

を
め
ぐ
っ
て
、
錦
四
イ
ン
タ
ー
の
基
隔

を
ゾ
持
し
て
い
る
、
と
王
張
す
る
関
西

婦
人
会
譜
に
対
し
て
、
批
判
が
第
中
し

た
。

こ
の
閲
題
は
、
「堕
胎
の
掴
利
」
主

張
が
い
か
な
る
思
味
を
も
っ
て
い
る
の

か
、
と
い
う
以
前
の
、
共
同
行
劾
の
原

則
上
の
間
題
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
優

生
保
暖
法
改
患
の
尖
兵
で
あ
る
生
長
の

家
を
も
っ
て
、
批
判
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に

使
用
す
る
点
が
、
決
し
て
許
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
関
西

に
お
い
て
共
に
ス
ク
ラ
ム
を
租
も
う
と

す
る
部
分
に
対
す
る
絶
縁
状
で
は
な
い

か
、
と
い
っ
た
砒
判
が
集
申
、
関
西
婦

人
会
蟻
は
、
「
中
味
」
で
批
判
し
て
も

ら
い
た
い
、
と
居
直
っ
た
。

全
国
巣
会
の
職
告
の
中
で
は
、
ア
マ

ソ
ン
柱
か
ら
「
分
断
の
結
巣
と
し
て
『

喋
害
省
』
離
刷
の
こ
と
を
考
え
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
」
と
い

う
発
書
が
あ
り
、
醐
西
『障
密
者
』
解

放
委
か
b
は
、
主
に
『降
警
者
』
解
放

と
女
性
爵
放
と
の
柑
互
96
展
の
閥
題
と

し
て
、
『
樽
い
芝
』
へ
の
批
判
を
歴
開

の

し
た
。

こ
れ
は
、
「
『
隊
沓
者
』
は
こ
じ
き

を
し
ょ
う
」
「
『
健
常
番
』
幻
想
を
打

ち
く
だ
こ
う
1
荒
木
裁
判
を
許
さ
な

い
」
と
い
つ
『
責
い
芝
』
の
主
張
に
対

し
、
「
『
陣
害
者
』
の
生
き
る
社
会
」

「
『
櫨
常
冒
』
と
の
題
帯
」
を
対
置
し

批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
京
都
女
性
解
放
研
か
ら
は

歩
虹
槽
に
も
見
ら
れ
る
単
傍
先
仁
会
へ

}の
批
判
。
大
半
前
高
(定
V
「障
冨
者
』

解
放
研
か
ら
は
、
女
で
あ
る
と
と
も
に

一『
障
害
皆
』
で
あ
る
自
分
の
利
害
と
し

て
郷
襲

法
改悪
を
断
乎
粉
砕す
る

と
い
う
決
意
と
と
も
匹
堕
胎
の
擢
利
」

論
に
対
す
る
鋭
い
批
判
が
な
さ
れ
た
。

ま
だ
、
全
嚢

性
解
肇

助
翼

議
か
b
も
、
「
堕
胎
の
梱
利
」
を
を
張

す
る
鯖
四
イ
ソ
タ
ー
の
論
文
に
対
す
る

全
画
的
な
航
判
と
へ
共
同
戦
線
へ
の
畔

膀
に
対
す
る
絹
弾
が
な
さ
れ
た
、

集
会
の
あ
と
、
全
参
加
看
は
巾
内

を
、
「
俸
生
保
護
法
改
笹
阻
止
/
『
障

密
轡
』
差
別
を
許
す
な
/
」
な
ど
の
ン

ユ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
な
が
ち
デ
モ

を
行
っ
た
。

7藁

認
鶴
辮
琶す

七
璽

一八
日
、
全
都
神
奈
川
狭
山
芭

別
裁
判
糾
蝉
共
蘭
会
麟
、
全
都
薙

笙

部
落
研
連
帯
を
は
じ
め
と
す
る
約
八
十

名
の
績
集
で
、
東
京
拘
厩
所
包
囲
糾
弾

闘
争
が
闘
わ
れ
た
。

こ
の
闘
い
は
、
今
秋
新
戴
判
宮
寺
尾

の
下
藷

さ
れ
ん
と
し
て
い
る
狭
山

蟄
別
藏
判
公
判
闘
争
に
間
け
、
そ
し
て

不
屈
の
獄
申
闘
争
泣
軸
っ
て
い
る
焦
突

の
石
川
葦

と
漕箒

甘
る
も
の
と
し

 て
闘
わ
れ
た
。

決
起
集
会
で
は
、
糾
弾
共
闘
会
麟
代

表
か
ら
、
二
六
日
に
、
柳
木
県
田
蔀
官

市
に
お
い
て
、
日
共
系
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
差
別
映
画
「
槽
の
な
い
川
」
第
一部

・
二
部
の
上
映
策
動
に
対
し
て
、
部
落

解
放
同
盟
栃
木
県
連
合
会
、
栃
木
県
労

働
君
部
落
研
、
孚
都
宮
大
学
部
落
研
三

団
体
の
共
岡
の
闘
い
と
し
て
上
映
阻
止

糾
弾
闘
争
が
闘
わ
れ
た
こ
と
.
そ
し

て
、
日
共
の
「
反
藝
力
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
や
、
披
動
隊
の
導
入
を
も
っ
て
の

上
映
強
行
の
策
動
に
対
し
、
そ
れ
を
は

ね
颪
し
頑
強
な
座
り
込
み
を
は
じ
め
と

す
る
闘
い
で
、
二
六
日
夜
の
鄙
を
中
止

じ
道
い
込
み
、
ま
だ
昼
の
部
で
は
、
観

客
に
対
蕊

得
活
動
で
、
数
干
名
の

大
会
場
に
わ
ず
か
百
名
と
い
う
状
態
に

温
い
こ
み
、
更
に
二
七
日
に
糟
力
的
な

串
ヤ
ン
ベ
ー
ン
を
繰
り
拡
げ
、
二
八
日

に
蜜

踊
う
戦
闘
的
国
鉄
欝
年
労
働

者
の
機
閥
決
定
に
よ
る
取
租
み
も
含
め

て
闘
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
二
六
日
の
闘
い
に
、
難
咀
其
闘
会

際
器

萎

加
異
歯
釜

い
た
こ
寿

報
告
琉

た
、

さ
ら
に
、
高
校
生
部
落
研
か
ら
、
解

放
教
青
樹
立
を
め
ざ
玄
闘
い
の
内
容
が

柵
超
さ
れ
、
続
い
て
神
奈
川
大
学
全
学

実
行
委
、
日
本
反
帝
戦
線
か
ら
の
沢
意

表
明
の
後
、
結
集
し
た
部
隊
は
、
東
拘

に
向
け
て
遡
闘

的
デ
モ
を
闘
い
抜
い

た
。
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噌

へ
だ
て
守
っ
て
い
た
。
二
ー
カ
は
、
こ

の
巨
木
が
植
物
で
あ
っ
て
、
動
物
で
は

な
い
の
だ
ー

と
い
う
考
え
に
駅
染
む

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
少
年
に
と
っ
て
父
の
恐
し
い
名

を
名
の
る
こ
と
は
危
険
な
こ
と
把
っ

た
、
イ
ワ
ン
・
イ
ワ
ー
ノ
ヴ
ィ
チ
は
二

ー
ナ
・
ガ
ラ
ク
チ
オ
ノ
ヴ
ナ
の
同
意
を

得
て
、
ニ
ー
カ
に
母
方
の
姓
が
付
与
さ

れ
る
よ
う
勅
令
名
の
厨
出
を
を
す
る
心

弓
も
り
て
い
た
。

彼
が
こ
の
世
の
物
遜
の
あ
り
か
た
に

憾
慨
し
な
が
ら
ベ
ノ
ド
の
ト
に
横
た
わ

っ
て
い
た
と
き
、
彼
は
そ
の
他
す
べ
て

の
こ
と
の
中
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

も
考
乳
て
い
た
の
だ
づ
た
。
こ
ん
な
と

こ
ろ
ま
で
干
渉
す
る
な
ん
て
ボ
ス
コ
ボ

イ
ニ
コ
フ
と
は
]
体
何
壱
な
ん
だ
?

今
に
見
ろ
、
逗
中
に
思
い
知
ら
せ
て
や

る
か
ら
ー

そ
れ
に
あ
の
ナ
:
ジ
ャ
ー

彼
女
が

十
五
歳
な
ら
、
つ
ま
り
は
軸
慣
ち
き
に

か
ま
え
、
ま
る
で
動
供
と
対
す
る
み
た

い
に
自
分
と
話
す
権
利
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
の
か
?

目
に
物
み
せ

て
く
れ
る
ぞ
/

(
ぽ
く
は
彼
女
を
憎

む
、
1

と
彼
は
数
度
ひ
と
り
ユ
と
を

冒
っ
た
。
ー

彼
女
を
殺
し
て
や
る
ー

ポ
ー
ト
乗
り
に
さ
そ
っ
て
仮
女
を
溺
死

さ
し
て
や
る
V

そ
れ
に
マ
マ
だ
っ
て
お
め
で
た
い
も

ん
だ
、
発
っ
た
と
き
に
あ
の
ひ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
、
ぼ
く
と
ボ
ス
コ
ボ
イ
ニ
コ

フ
に
一杯
く
ら
わ
せ
た
ん
だ
。
あ
の
ひ

と
は
コ
ー
カ
サ
ス
な
ん
か
に
行
っ
て
る

も
の
か
、
最
寄
り
の
乗
換
駅
か
ら
、
何

の
こ
と
は
な
い
た
だ
く
る
っ
と
北
に
ひ

っ
か
え
し
て
、
知
ら
ん
顔
し
て
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
で
人
学
生
た
ち
と
一
罐
に
瀞
叙

を
狙
い
撃
ち
し
て
い
る
の
さ
。
と
こ
ろ

が
自
分
は
こ
の
阿
果
く
さ
い
穴
で
生
き

な
が
ら
に
朽
ち
果
て
て
行
か
な
け
れ
は

な
ら
な
い
ん
だ
。
し
か
し
、
今
に
彼
ら

み
ん
な
の
裏
を
か
い
て
や
る
ぞ
。
ナ
ー

ン
ヤ
を
溺
北
さ
せ
、
申
≠
な
ん
か
放
り

出
し
、
蜂
魍
智
や
る
た
め
に
ン
ベ
リ
ア

の
父
上
の
と
こ
ろ
に
ど
ち
ん
を
き
め
こ

房

だ
。

＼

池
の
羅
は
い
ち
め
ん
水
匪
が
生
い
茂

っ
て
い
た
。
ボ
ー
ト
は
乾
い
な
さ
や
ぎ

を
た
て
て
こ
の
密
生
を
切
り
製
い
た
。

密
生
し
た
水
蓮
の
裂
目
に
池
の
水
が
、

ま
る
で
西
瓜
の
果
液
が
二
角
の
切
ロ
に

に
じ
ん
で
く
る
よ
う
に
現
わ
れ
た
。

少
年
ζ
少
女
は
黍

の
花
を
ひ
っ
こ

ぬ
き
は
じ
め
た
。
二
人
し
て
同
じ
一
本

の
水
躍
を
峯

、
ゴ
ム
の
よ
う
に

し
ぶ
と
く
て
弾
力
的
な
薙
だ
。
そ
れ
は

頃
一人
の
力
を
一
緒
に
あ
わ
さ
せ
な

二

人
は
頭
を
は
ち
あ
わ
せ
し
た
。
ポ
ー
ト

は
、
か
ぎ
竿
に
よ
う
て
引
か
れ
た
よ
う

に
、
岸
の
方
に
引
寄
せ
ら
れ
た
。
茎
た

ち
は
縫
れ
、
短
く
な
り
、
血
の
ま
じ
▲●

た
卵
蘭
の
よ
う
に
鮮
明
な
芯
を
も
っ
た

窟
白
な
花
た
ち
は
、
水
の
下
に
も
ぐ
り

込
み
、
そ
し
て
勢
よ
く
花
の
中
か
ら
流

れ
出
る
水
の
誠
か
ら
す
う
っ
と
浮
か
び

あ
が
っ
た
。

ナ
ー
ン
ヤ
と
二
ー
ヵ
は
、
ま
す
ま
す

ボ
ー
ト
を
傾
け
、
水
面
す
れ
す
れ
の
舷

(ふ
な
べ
り
)
に
並
ん
で
ほ
と
ん
ど
横

た
わ
り
な
が
ら
、
花
を
ひ
っ
こ
ぬ
き
続

け
た
。

ー

勉
強
す
る
の
は
あ
き
あ
き
し
た

ん
だ
ー

と
二
ー
カ
は
醤
っ
た
。
ー

人
生
を
始
め
、
自
分
で
働
い
て
稼
ぎ
、

人
々
の
申
に
行
く
べ
き
と
き
な
の
だ
。

ー

あ
ら
、
丁
度
あ
た
し
、
あ
ん
た

に
二
次
方
程
式
を
説
明
し
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
た
の
に
。
あ
た
し
は
代
数
が

と
℃
も
劇
い
の
で
、
あ
や
う
く
再
猷
験

に
な
る
と
こ
だ
っ
た
わ
。

ニ
ー
カ
に
は
こ
う
し
た
智
紮
に
何
か

し
ら
あ
～
子
り
が
蓉

よ
う
に
盛
じ

ら
れ
た
。
そ
う
、
も
ち
ろ
ん
、
彼
女
は

彼
が
ま
だ
幼
い
と
い
う
こ
と
轡
彼
に
想

い
起
さ
せ
、
彼
を
そ
こ
に
と
ど
め
て
お

く
の
だ
。
二
次
方
程
式
1

と
こ
ろ
が

二
人
は
ま
だ
代
敗
な
ど
ま
る
で
匂
い
を

ず

曝
い
だ
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ
。

彼
は
自
分
が
心
を
傷
つ
け
ら
れ
た
こ

と
を
煮
撮
に
も
見
せ
ず
、
わ
ざ
と
無
関

心
そ
う
に
、
そ
の
睡
聞
、
そ
れ
が
愚
か

な
こ
と
と
悟
り
は
し
た
が
、
た
ず
ね

た
.ー

1
大
人
に
な
っ
た
ら
、
誰
ん
と
こ

に
嫁
ぐ
つ
も
り
だ
い
?

ー

お
お
、
そ
れ
は
来
だ
と
っ
て
も

避
い
こ
と
よ
。
た
ぶ
ん
誰
の
と
こ
に
も

行
か
な
い
か
も
ね
。
あ
た
し
、
〈
,の
と

こ
ろ
考
え
て
な
い
の
。

1

そ
れ
が
ぼ
く
に
ひ
ど
く
関
心
が

あ
る
だ
な
ん
て
、
ど
う
か
想
像
し
な
い

こ
と
だ
ぜ
。

1

'こ
れ
な
ら
ど
つ
し
て
あ
ん
た
は

き
い
た
り
す
る
の
?

ー

蒼
み
は
馬
鷹
女
だ
。

一
一人
は
口
邸
㎎
を
し
は
し
め
た
、
二

ー
カ
に
は
今
朝
の
臼
分
の
女
性
嫌
悪
の

こ
と
が
想
い
出
さ
れ
た
。
彼
は
、
も
し

彼
女
が
不
遜
な
口
を
き
く
の
を
止
め
な

け
れ
ば
、
溺
れ
死
に
さ
せ
て
や
る
と
、

=

欝一

二

8

劉
に
祠ゐ
わ
為
⊂
い
ん
.
影
は
濯
く
は

(
こ
い
つ
は
ま
た
あ
の
灯
明
泊
だ
な

な
く
、
ぴ
し
."鴻
れ
の
ノ
ェ
ル
ト
の

ー
V
ー

と

ア
カ
は
榊
さ
気
に
思

よ
っ
に
幽
い
底
色
を
し
.」
い
た
。
朝

い
、
あ
わ
て
て
甫
屋
の
中
を
あ
ち
こ
ぢ

の
、
頭
を
14
う
と
さ
ぜ
る
醒
郁
と
し
兀

駆
け
圃
り
は
し
め
に
。
容
た
ち
の
戸
が

匂
い
は
、
少
女
の
短
に
似
た
酬
っ
そ

近
づ
い
て
人
に
、
退
路
は
断
た
れ
て
い

り
と
長
い
幾
筋
も
の
静
と
と
も
に
大
地

た
。
寝
室
に
は
ボ
ス
コ
ボ
イ
ニ
コ
フ
と

の
上
で
水
分
を
肢
い
込
ん
だ
臣
し
く
こ

彼
二
ー
カ
と
の
ベ
ッ
ド
が
二
つ
卯
ん
で

の
一
つ
の
影
か
ら
蛇
し
ら
れ
た
の
だ
と

い
た
。
ニ
ー
カ
は
、
さ
ほ
ど
鍾
く
考
托

思
わ
れ
苓

る
ま
で
も
な
く
、
二
番
目
の
自
分
の
べ

突
無
、
草
鋸
の
瓶
と
同
じ
水
銀
の
、

ッ
ド
の
ド
に
も
ぐ
の
と
ん
だ
。

銀
色
の
一
筋
の
細
旗
が
、
彼
か
ら
数
歩

彼
は
、
自
分
が
他
の
部
屋
酪
屋
で
探

の
ξ
こ
ろ
で
流
れ
出
し
た
。
細
流
は
珈

さ
れ
、
大
声
で
名
崩
が
叫
ば
れ
、
姿
が

れ
ゆ
き
流
れ
ゆ
き
、
し
か
し
大
地
は

は
た
と
見
え
な
い
の
に
鷲
い
て
い
る
捺

そ
れ
を
敗
い
込
も
う
と
し
な
か
っ
た
。

子
を
耳
に
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
秘
至

偲
い
が
け
ず
細
流
は
さ
っ
と
鋭
い
一
動

に
入
っ
て
来
た
。

で
脇
の
万
に
の
た
う
ち
、
そ
し
て
随
れ

ー

さ
て
と
、
ど
つ
し
だ
も
の
か
な

た
"
そ
れ
は
緑
肯
臨
(あ
お
だ
い
し
よ

ー

ヴ
ェ
デ
ニ
ャ
ー
ピ
ン
が
已
っ
た
、

う
)
だ
っ
た
.
二
ー
カ
は
ぞ
っ
と
身
ぶ

ー

ユ
ー
ラ
、
ち
ょ
っ
と
仮
歩
し
て
米

る
い
し
た
。

る
ん
だ
ね
、
ま
あ
、
あ
と
で
友
だ
ち
は

彼
は
禽
妙
な
少
年
だ
った
。
興
熔
し

見
つ
か
6
だ
ろ
う
か
ら
、
遵
ぶ
の
は
七

て
く
る
と
彼
は
大
声
で
あ
れ
こ
れ
独
り

の
と
き
だ
。
1

し
ば
ら
く
の
闘
、
彼

諾
り
を
や
る
の
だ
っ
た
。
彼
は
商
尚
な

ら
は
ヘ
テ
ル
プ
ル
グ
と
モ
ズ
ク
ワ
の
大

話
題
や
逆
説
を
好
む
性
辞
を
偲
か
ら
封

学
騒
乱
の
こ
と
を
詔
し
て
い
擢
が
、
そ

似
ひ
つ
い
で
い
る
の
だ
っ
た
。

の
あ
い
だ
二
十
分
ば
か
り
、
ニ
ー
カ
は

(
ζ
の
世
は
な
ん
て
巖
畝
な
ん
だ
う

そ
の
馬
鹿
げ
た
屈
購
的
な
隠
場
に
封
じ

う
ー
V
l

と
彼
は
思
つ
た
。
ー

込
め
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
つ
い
に
、

(
レ
か
し
禦
敵
だ
と
い
う
こ
と
の
た
め

彼
ら
は
テ
ラ
ス
に
立
ち
表
っ
た
。
こ
っ

に
な
ぜ
い
つ
も
こ
ん
な
に
痛
酋
な
の
か

そ
り
二
ー
カ
は
慰
を
囲
け
、
憲
か
ら
鍍

?
も
ち
ろ
ん
、
神
は
在
る
。
し
か
し

け
て
公
囲
に
逃
げ
出
し
た
。

も
し
、
か
れ
が
葎
る
な
ら
ば
、
か
れ
と

彼
は
今
日
、
気
も
そ
ぞ
ろ
な
状
態
だ

は
こ
の
ぼ
く
規

視
よ
、
余
は
あ
れ
に

っ
た
が
、
前
夜
眠
っ
て
い
な
か
っ
た
の

命
ず
る
V
i

と
彼
は
、
下
か
ら
天
辺

だ
、
彼
は
数
え
の
十
四
蔵
だ
っ
指

彼

ま
で
金
憂
が
さ
ざ
め
く
お
の
の
き
に
と

は
子
供
で
あ
る
こ
と
に
へん
ざ
り
し
て

戸㌘
蒼
ロれ
て
い
る
一
本
の
目
鋤

(や
ま

い
に
。
夜
っ
び
い
て
彼
は
隅
ら
ず
、
覆

な
ら
し
)
(そ
の
濡
れ
て
響
?
晶

彩

明
け
に
翼
屋
か
ら
外
に
撞
け
出
し
た
の

め
重
だ
ち
は
プ
U
蚤
漁
[切
り
出
し
て
作

だ
っ
た
。
太
陽
は
の
ぼ
り
か
け
て
い

ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
た
)
を
仰

た
.
そ
し
て
公
園
の
大
地
は
、
露
に
濡

官
見
て
思
っ
た
。

れ
た
長
い
ひ
と
つ
の
、
木
女
の
鞭
状
の

ー

(
視
よ
、
余
は
あ
れ
に
命
ず
る
V

ー

」し
て
飯
は
途
方
も
な
い
目
分
の

力
の
個揚
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
呪
文
の

唄
き
を
死
し
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
自

身
の
存
在
す
べ
て
に
よ
っ
て
、
自
身
の

肉
体
写
べ
て
、
血
の
す
べ
て
に
よ
っ
て

切
躍
し
、
企
っ
た
、
(
ぱ
っ
た
り
と
止

ま
れ
ー
V
、
と
た
ち
ま
ち
木
は
従
順
に

ぱ
っ
た
り
と
説
固
し
て
し
ま
っ
た
。
二

ー
カ
は
悦
び
の
あ
ま
り
声
あ
げ
て
笑
い

出
し
、
全
速
力
で
河
に
水
浴
ひ
に
と
ん

で
行
っ
た
。

テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る
畿
の
父
デ
メ
ン

テ
ィ
ー
・
ド
ゥ
ー
ド
ロ
フ
は
、
絞
白
刑

を
亘
旨
さ
れ
た
が
、
勅
令
鰐
赦
で
減
刑

に
な
り
懲
役
徒
刑
を
つ
と
め
め
げ
て
い

た
。
彼
の
母
ニ
ー
ナ
。
ガ
ラ
ク
チ
オ
ノ

ヴ
ナ
は
グ
ル
ジ
ア
の
エ
リ
ス
ト
フ
公
爵

家
の
令
螂
の
一
人
で
、
気
紛
れ
な
、
ま

だ
着
い
婆
人
で
、
い
つ
で
も
何
か
か
に

か
に
ー

、
反
刮
だ
と
か
、
反
乱
省
、

極
弱
な
埋
鎗
、
有
各
な
俳
優
、
貧
し
い

失
敗
首
た
ち
だ
と
か
に
夢
中
に
な
っ
て

惚
れ
こ
ん
で
い
る
女
だ
っ
た
。

彼
女
は
二
ー
カ
を
熟
愛
し
、
彼
の
名

前
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ー
か
b
、
イ
ノ
ー

チ
ニ
ク
〔駐
・ち
っ
ち
ゃ
い
修
道
士
)

や
ノ
ー
チ
ニ
ニ
カ

(腔
・
小
さ
い
皮
)

と
い
っ
た
、
お
よ
そ
息
い
も
つ
か
ぬ
不

用
で
馬
鹿
げ
た
称
び
名
を
山
ほ
ど
こ
さ

え
、
そ
し
て
彼
を
目
分
の
故
郷
に
会
わ

せ
婁
つ
と
チ
ブ
刀
ス
〔読
・
グ
ル
ノ
ア

の
首
都
)
に
油
れ
て
行
,
て
く
れ
た
こ

と
が
あ
ユ
た
。
そ
こ
で
何
よ
り
も
彼
を

驚
幟
さ
せ
だ
の
は
、
彼
ら
が
泊
っ
た
駅

の
鷹
に
あ
る
掌
状
を
し
た
禦
の
樹
木
だ

っ
た
o
そ
れ
は
何
か
不
細
工
な
瀞
帰
の

巨
人
だ
っ
た
。
ζ
の
巨
人
は
、
象
の
耳

に
似
た
そ
の
薯

も
っ
て
、
焼
け
つ
く

よ
う
に
照
る
用
国
の
空
か
ら
屋
敷
庭
を

新古 ・カメラ瑳瞳 ・畳智

カメラ實取 ・交拠 ・愈融 ・歓遅

キ ネ ヤ カ メ ラ 店

EL(221)4153窟都三条大橋西詰

ナ
ー
ジ
ャ
を
お
ど
か
し
た
。

ー

や
っ
て
み
な
さ
い
よ
、
1

と

ナ
ー
ジ
ャ
が
言
っ
た
。
彼
は
彼
女
の
胴

体
を
抱
き
か
か
え
た
。
二
人
の
あ
い
だ

で
つ
か
み
あ
い
が
は
じ
ま
っ
た
。
二
人

は
平
衡
を
喪
っ
て
、
水
の
叩
に
飛
ひ
こ

垂 一一人
と
も
泳
げ
た
が
、
水
堕
が
二
人

の
孚
足
に
ま
と
い
つ
き
、
卿
ら
は
な
か

な
か
水
底
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
と
う
と
う
、
軟
泥
に
は
ま
り
こ

み
な
が
ら
、
彼
ら
は
幽
に
這
い
あ
が
っ

た
。
水
は
彼
ら
の
靴
や
ポ
グ
ノ
ト
か
ら

幾
柔
も
小
川
の
よ
う
に
流
れ
て
い
た
。

狩
に
診
っ
て
い
た
の
は
ニ
ー
カ
だ

っ

た
。も

し
こ
れ
が
全
く
ま
だ
つ
い
こ
の
あ

い
だ
、
せ
め
て
こ
の
春
ま
で
あ
た
り
の

出
来
事
で
あ
れ
ば
、
二
人
は
こ
ん
な
崩

合
に
、
池
を
こ
ん
な
ふ
う
に
渉
っ
た
後

で
も
、
ず
ぶ
濡
れ
の
ま
ま
二
人
で
坐
り

な
が
ら
、
き
っ
と
騒
々
し
く
ふ
ざ
け
た

自
分
の
後
に
濡
れ
た
足
跡
夕
残
し
な
が

ら
、
家
の
力
に
Ψ
か
け
は
し
め
た
、
二

人
の
遺
は
、
二
ー
カ
が
今
朝
緑
薄
蛇
を

見
か
け
た
場
所
か
ら
ほ
ど
近
く
、
蛇
が

う
よ
う
よ
い
る
埃
っ
ぽ
い
斜
画
を
通
っ

て
い
た
。

ニ
ー
カ
は
夜
の
厩
的
な
融
趨

と
夜

}

明
け
、
彼
が
胆
い
の
ま
ま
に
自
然
に
動

じ
支
配
し
た
今
朝
の
自
分
の
全
能
を
想

い
出
し
た
。
い
ま
何
を
自
然
に
命
ず
べ

き
だ
る
つ
?
ー

と
彼
は
思
っ
た
。
畷

む
と
す
れ
ば
何
よ
り
も
先
ず
何
を
彼
は

望
ん
で
い
る
の
だ
っ
た
ろ
う
?
何
よ
り

も
自
分
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
い
つ
の

臼
か
も
う
「
度
ナ
ー
ノ
ヤ
と
一
緒
に

池
に
は
ま
り
こ
む
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

こ
と
が
い
つ
の
日
に
か
あ
る
か
な
い
か

を
知
る
た
め
な
ら
ぱ
今
す
ぐ
多
く
の
も

の
を
捧
げ
る
だ
ろ
う
に
、
}誓
つ
彼
は
心

に
思
っ
た
、

(
つ
づ
く
・
第
[章
お
わ
り
)

り
、
悪
態
を
つ
い
た
り
、
あ
る
い
ば
入

庫
で
笑
い
こ
ろ
げ
た
り
し
た
こ
と
だ
っ

た
ろ
う
。

し
か
し
今
、
彼
ら
は
オ
釆
挙
の
ば
か

ら
し
さ
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
、
押
し
黙

り
、
や
っ
と
の
こ
と
で
呼
股
し
て
い

}

た
。
ナ
ー
ン
ヤ
は
憤
慨
し
、
黙
っ
た
ま

蹄難
継
轡

い
っ
た
よ
う
に
、
鯖
ん
で
い
た
.

つ
い
に
、
ひ
ヲ
て
り
と
、
入
人
の
よ

一

う
に
、
ナ
ー
ジ
ャ
は
ー

(
㌧
箆
み
た

一

い
ー
V
と
も
b
し
、
す
る
と
彼
の
乃
で

も
人
人
の
よ
つ
に
ー

(
は
尺
些
話
し

r

餐
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●就職相談実施 中ざす一 住友化 学

 

めを頭脳産業
いつでもご来社 下さい。仕 事や将 来

の生 着なと1二っいて心 ゆ くまで話 し

合 いま しょう●
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●採用関係連絡先
本社 第一人事課
大阪市東区北浜5-15

新住友 ビル

電言舌06(220)3231

住友化学工業株式会社

住友化挙は、創業以来現在に至るまで、重化学工業関連製品かち入

間生盾の末端需要に至るまでの広範な製品を世に送りなから、その

事業分野を広げ、現在ては石油化7、 軽金属、並びに頭脳産業の典

型であるファイン・ケ ミカルを中心としたわが国最入の総合化∫会

社として今日に至りました。 しかるに、わが国社会においては、今

や、高度経済成長の時代から、安定成長の時代への転機にあり、加

えて人間性の重視、社会開発、社会福祉の充実といった時への要請

も複雑多様化してきております。当社では、この新しい転換の時を

むかえ化学工業の本来の使命と可能性を再認識しっっ.全 社をあげ

て頭脳産業を目指し、新しい「化二の時代」を確立すへく、新たな事

業展開を推進しております。

「

`

人とその世界シリーズ②

71

1人脈Jと て もい うのた ろうか 彼 もまた風貌 ・温顔

から くる印象 は とて も経 理マ ン と啓え ない。世 阿釘 の

能梨 を解 し、B・Bキ/ク のブルー ス に酢 い、 なせ か

サバ の三枚 おろ し力出末 る牡 技 をもっている。

膨大 な精報量 と数字 の交 錯 す る毎 日。 そ の渦 中 に身を

置 く彼は、 自分 自身 を失 なわな い窟味 か ら、己の人 問
ノ

的側 画 を見 つめ よう とつね に問題 童識 を持 ち、幅広 い

人 間関併つ くりを心掛 けて いる。 それゆ2公 私 とも箆

色 々な人 々か ら慕 われ る温厚 な人 とな りは彼 の人徳。

その根 底 には育 くまれた豊 かな人問 【生が脈 々 と流 れ続

けているのてある。

「オ レ ま た寿 司 をおご るほめに なった ヨ ハ ハハ
」

彼 を幕 う女 尉の数 こそさだ かで はないが 、そん な彼 も

この私 、華燭 の典 をあけることになりている。

〔カゲ なが ら

瀟儀

.
漸
・

雫

、

 ≦
空
義
》
、～

垂

お慕 い申し上 げて
触 、鯛羅響灘

.、儀灘

 

、謬隔
お りますワ」と

めの子 クン達 、

その数虚 々実 々。

辱

◎大畷支社リクルートルームにおいて会社訪問を

随鴎受付けております。

応暮についての詳細は下記までお問い含せください。

み い …ふ うひい

℃

〈採用閥係 遮絡先〉

〒5引 大阪市粛区南久宝 寺町5-5

大阪支社 総務課 担当 川越 β(06)-252-1261

案 洋工纂株式会社、経理部会計課 会計係

石川雅己26才 。3人 のサブを従 え

債権 債務管理桑務 を統括 する着苧チーフ。

今年から社内研修所において会計学

および経済学を敦授 してい る。

東洋工業株式会社
人事部第二人事課
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